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平成 26 年度第２回 横浜市山内図書館指定管理者選定評価委員会会議録 
日時 平成 26 年６月 11 日（水）午前 10 時から正午まで 
開催場所 横浜市中央図書館５階 第一会議室 
出席者 延命委員長、荻原委員、藤﨑委員、前田委員、渡辺委員 
欠席者 なし 
開催形態 一部公開（傍聴者２人） 
議題 １ 会議の公開・非公開について 

２ 業務要求水準書（案）について 
３ 公募要項（案）について 
４ 審査の考え方について 
 ア 面接審査について 
 イ 最低基準について 
 ウ 同点となった場合の取扱いについて 
５ その他 

決定事項 １ 選定に係る部分については非公開とする 
２ 業務要求水準書・公募要項については委員の意見をふまえて調整し、確定につい

ては委員長と事務局に一任する。 
３ 面接審査は１事業者につきプレゼンテーション２０分、ヒアリング２０分で行

う。最低基準は点数の総合計が７割以上かつ各項目で６割以上の得点とする。同点の

場合は評価項目の「図書館業務」の配点の上位者を指定候補者とする。 
議    事 １ 会議の公開・非公開について 

（事務局）委員会の公開・非公開について説明。 
（延命委員長）選定に係る部分については非公開とする。 
 
２ 業務要求水準書（案）について 
（事務局）業務要求水準書（案）について説明。 
（委員）施設の改修については、事業者が施設の全容を見て提案を行い、原状回復を

求めないということか。 
（事務局）提案してもらい、実現可能かどうか協議をして決定したものについては、

原状回復を求めない。 
（委員）横浜市の読書活動推進計画の一環で区が活動目標を策定している。今回の選

定とどのように関わってくるのか、スケジュールや方向性を聞きたい。 
（事務局）青葉区の目標策定は 10 月末の予定で、次期指定管理者の応募の審査には

間に合わない。ただ、読書活動推進計画に基づく目標策定なので、事業者の提案に大

きな変更が求められるものになるとは想定しにくい。 
（委員）第１期の選定では附帯意見が大きなウエイトを占めていた。今回も踏襲され

ていると理解してよいか。 
（事務局）踏襲されると考えている。附帯意見は指定管理者制度導入時にあたっての

ものなので、基本的な考え方に変更はない。 
 
３ 公募要項（案）について 
（事務局）公募要項（案）について説明。 
（委員）配点について、事故防止体制の配点が小破修繕と同点ではバランスがよくな

いと思う。また、個人情報保護や利用者ニーズが５点で施設の維持管理が 10 点とい

うのはどうか。 
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（事務局）読書環境充実のための快適な空間を提供する点について提案を期待してい

るところがあり、施設管理の配点を多めにしている。 
（委員）書類の文面からは読み取れない部分が経験に裏付けされると考えられるの

で、業務実績についてもう少し配点を考えると良いのではないか。 
（事務局）いただいたご意見をもとに配点を調整する。 
（委員）前指定管理者の指定管理業務の実績については、プラスマイナスで得点を付

けた方が良い。 
（委員）委員１人が 200 点ずつ得点をつけて、1000 点満点で採点することを了承す

る。 
 
４ 審査の考え方について 
（ア）面接審査について 
（事務局）面接審査について説明。 
（委員）ヒアリングは 20 分くらいの方がきちんと聞くことができる。 
（委員）プレゼンは 20 分、ヒアリングは 20 分として１社につき 40 分とする。 
（イ）最低基準について 
（事務局）最低基準について説明。 
（委員）総得点で７割、各項目で６割以上の得点を最低基準とする事務局案を了承す

る。 
（ウ）同点となった場合の取扱いについて 
（事務局）同点となった場合の取扱いについて説明。 
（委員）図書館業務の項目の得点の上位者を候補者とする事務局案を了承する。 
 

資料・ 
特記事項 

１ 資料 
(1) 平成 26 年度 第１回横浜市山内図書館指定管理者選定評価委員会会議録（案） 
(2)-1 横浜市山内図書館指定管理者業務要求水準書（案） 
(2)-2 別紙 
(3)-1 横浜市山内図書館指定管理者公募要項（案） 
(3)-2 添付資料 評価基準項目（案） 
(3)-3 様式集 
(4) 横浜市指定管理者制度運用ガイドラインについて 
(5) 横浜市山内図書館指定管理者選定評価委員会審査報告書 

２ 特記事項 
(1) 平成 26 年度第 1 回会議の議事録は承認 

 


